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１
㈮
／
保
育
園
運
動
会 

 

６
(木)
／
体
育
委
員
会 

７
(金)
／
高
齢
者
教
室｢

一
人
芝
居｣
公
民
館 

 
 

〟
／
主
事
会 

 

９
㈰
／
西
大
塚
祭
礼 

 

15
㈯
／
相
楽
祭
礼 

 

22
㈯
／
芋
掘
り
体
験
と
焼
芋･

豚
汁
パ
ー
テ
ィ
ー 

中
止 

 

30

(日)
／
町
民
親
睦
運
動
会 

 

※
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
に
よ

っ
て
変
更

・
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

                

        

コ
ロ
ナ
禍
で
各
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
中
止

を
し
て
い
る
中
、
橘
丘
里
山
緑
地
を
愛
す
る

会

（白
井

一
夫
会
長
）
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
、
役
員
と
子
ど
も
会
等
の
意
見
の
聞
き
取

り
を
し
た
。 

 

多
数
の
子
ど
も
が
集
合
す
る
の
で
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
度

の
第
14

回
秋
の
イ
ベ
ン
ト

（
10
月
22

日
）
は 

中
止
す
る
と
結
論
に
達
し
た
。
今
年
で
３
年

続
け
て
中
止
の
為
、
来
年
こ
そ
は
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
が
出
来
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。 

                

               

学
区
敬
老
会
は
９
月
４
日
、
三
会
場

［公

民
館

・
区
民
会
館

・
ひ
め
は
る
会
館
］
で
招

待
者
に
記
念
品
を
進
呈
し
た
。 

 

今
年
も
80
才
以
上
（昭
和
18
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
が
対
象
と
な
り
、
東

大
塚
174

人
、
西
大
塚
173

人
、
相
楽
37

人
の
合

計
384

人

（昨
年
比
29

人
減
）
の
方
に
記
念
品

引
換
券
を
送
付
。
当
日
は
、
各
総
代
の
指
揮

の
も
と
区
議
員
が
引
換
券
を
確
認
し
な
が
ら

お
祝
い
の
記
念
品
を
、
三
区
で
366

人
の
方
に

進
呈
し
た
。 

 
今
年
の
敬
老
の
日
は
、
９
月
19

日

（
９
月

第
３
月
曜
日
）
で
あ
る
が
、
先
行
実
施
。
「長

年
に
わ
た
り
、
家
族
や
地
域
社
会
の
た
め
に 

尽
く
し
て
こ
ら
れ
、
今
日
の
大
塚
の
繁
栄
を

築
い
た
、
高
齢
者
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
」

こ
と
を
趣
旨
と
し
て
お
り
、
今
後
と
も
、
豊

富
な
経
験
と
知
恵
を
若
者
達
に
ご
指
導
を
お

願
い
し
ま
す
。 

   

市
民
憲
章
推
進
協
議
会

（中
村
達
会
長
）

が
8
月
17

日
、
市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
そ
の
席
上
で
今
年
度
の
実
践
者
表
彰
が

行
わ
れ
た
。
市
内
の
１
団
体
及
び
5

人
の
方

が
表
彰
、
大
塚
公
民
館
管
内
か
ら
は
橘
丘
里

山
緑
地
を
愛
す
る
会

（会
長
白
井

一
夫
）
が

表
彰
さ
れ
た
。 

 

こ
の
会
は
平
成
16
年
４
月
に
発
足
し
、
以

来
４
月
か
ら
10

月
ま
で
50

人
前
後
の
参
加

で
草
刈
り
、
里
山
林
の
維
持
管
理
と
保
全
、

さ

つ
ま
芋
の
植
付
け

・
収
穫
と
焼
き
芋
パ
ー

テ
ィ
ー
、
四
季
を
通
じ
て
花
の
鑑
賞
会
等
の

事
業
を
実
施
し
、
地
域
住
宅

へ
の
福
祉
意
識

の
高
揚
と
青
少
年
健
全
育
成
に
係
る
功
績
等

が
認
め
ら
れ
て
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

健
康
に
留
意
さ
れ
、
会
の
発
展
を
お
祈
り
し

ま
す
。 
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8

月
5

日
に
第
4

回
高
齢
者
教
室
が
行

わ
れ
、
手
品
人
、
平
出
暁
さ
ん
に
よ
る
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
約
30

人
が
見

つ
め
る
中
、
鮮
や
か
な
指
さ
ば
き
で
全
員
魅

了
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
か
ら
紐
、
紙
幣
が
高
額

変
化
す
る
な
ど
、
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
よ
う
で
し
た
。
お
土
産
に
、

マ
ジ

ッ
ク

の
種
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

          

第
3

回
生
涯
学
習
講
座

「親
子
水
苔
体
験

教
室
」
が
8
月
20

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
市
内
在
住
の
親
子
10
組
。
5
組

は
公
民
館
、
5
組
は
簡
単
な
説
明
と
レ
シ
ピ

を
渡
し
家
で
の
実
施
と
な

っ
た
。 

 

講
師
は
生
花
ク
ラ
ブ
の
柴
谷
加
代
子
先
生

で
す
。 

 

親
子
は
先
生
の
説
明
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
、
先
ず
初
め
に
、
水
に
浸
し
柔
ら

か
く
な

っ
た
水
苔
を
、
半
分
土
を
落
と
し
卵

型
に
し
た

コ
ウ
モ
リ
ラ
ン
の
土
の
上
を

コ
ケ

で
覆
い
、
最
後
に
板
の
穴
の
所
に
置
き
、
３

本
の
結
束
バ
ン
ド
で
固
定
し
て
１
時
間
弱
で

素
敵
な
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。
育
て
方
や 

お
手
入
れ
の
仕
方
な
ど
も
教
え
て
い
た
だ
き
、 

今
後
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

「土
や

コ
ケ
に
触
り

な
が
ら
作
る
の
が
面
白
か
っ
た
」

「大
切
に

育
て
た
い
」
な
ど
、
初
め
て
目
に
す
る
植
物

や

コ
ケ
に
興
味
深
々
で
し
た
。 

 

こ
の
体
験
を
通
し
て
、
も
の
づ
く
り
の
楽

し
さ
や
達
成
感
、
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど

が
体
感
で
き
ま
し
た
。 

 

次
回
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な

っ
て
い

た

「う
ど
ん
打
ち
体
験
教
室
」
を
11/5

に
企
画

し
て
い
ま
す
。
親
子
で
う
ど
ん
作
り
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

                      

   

大
塚
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（山
本
八
二
会

長
）
は
9
月
2

日
、
定
例
役
員
会
の
終
了
後
、

役
員
21

人
が
恒
例
と
な

っ
て
い
る
公
民
館

の
清
掃
活
動
を
行

っ
た
。 

 

市
労
連
で
は
、

「健
康
」

「友
愛
」

「奉

仕
」
の
三
大
運
動
を
展
開
中
で
あ
り
、
老
人

福
祉
法
で
定
め
る

「老
人
週
間
」
の
9
月
15

日

（老
人
の
日
）
か
ら
21

日
ま
で
7

日
間
と

そ
の
前
後
で
運
動
の
展
開
を
提
唱
。 

 

そ
こ
で
連
合
会
で
は
、
高
齢
者
の
社
会
参

加

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

「奉
仕
」
の
促
進

で
、
公
民
館
の
窓
ふ
き
を
実
施
し
た
。 

                    

                   

い
つ
も
よ
り
鬼
灯
多
く
妣
の
墓 

 

立
岩
宜
宏 

鶏
頭
や
畑
け

一
面
燃
え
お
り
て 

 

三
浦
三
治 

草
刈
り
や
他
人
に
頼
よ
る
先
祖
の
地 

安
野
悦
子 

夕
立
や
土
の
匂
ひ
を
運
び
く
る 

 

小
林
道
子 

炎
天
や
赤
信
号
の
長
き
こ
と 

 
 

青
山
昭
吉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

俳
句
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

 
 

菩
提
樹 

 

 

大塚地区支線バス「ひめはるくるりんバス」 

              8 月乗車人数報告 

 8 月の乗車人数は合計 146 人でした。1 便当たり 

平均乗車人数は 1.6 人です。 

  今年の夏はコロナウイルスの感染拡大や連日 

の暑さで外出しづらい毎日でした。まだ暑い日も 

ありますが日中も過ごしやすくなり、これから秋 

の気配を感じるいい季節です。「ひめはるくるり 

んバス」に乗って、いろいろな 

場所にお出かけください。 

    ～お知らせ～ 
 ◎車いす専用駐車場の隣に「お

もいやり駐車場」を設置しまし

た。 

 この駐車場は身体に障害があ

る方・妊婦中の方・ベビーカー使

用の方等の駐車場です。 

 設置の趣旨をご理解いただき、

マナーを守ってご利用ください。
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マ
ジ

ッ
ク
教
室 

親
子
水
苔
教
室 

公
民
館
の
清
掃

・
奉
仕
活
動 

≪高齢者教室≫ 

≪完成品≫ 


